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序文

現在の大分市は、これまでにない街郊外での宅地造成や大規模店舗の建設

が盛んにおこなわれております。

すでに2002年度に開催されますワールドカップの会場となっている松岡丘

陵では、ドームの建設ならびにその周辺部において大規模店舗が併設された

住宅地の造成がおこなわれています。さらに、街の南に位置する植田地区に

おいても大規模店舗を中心に副都心化が進められているところであります。

これにともなって、九州各地をむすぶ東縦貫自動車道などの高速道路の整

備や各アクセス道路の工事が進められております。

そうした中での今回の発掘調査は、下郡の西側に位置する丘陵を宅地造成

するにあたり実施したものでありますが、これまで古墳の存在しないとされ

ていた場所で新たに円墳が発見され、調査されることによって大変貴重な成

果を得ることができました。

今回の調査の成果が、郷土の歴史を学ぶ学生達や文化財への理解と文化財

保護への関心の深まり、文化的で豊かな市民生活への一助となれば幸いで

す。

最後に、本遺跡の発掘調査と本書の発刊にさいし、ご協力をいただきまし

た株式会社高田工業所、不動建設株式会社、その他関係各位に対して深く感

謝の意を表す次第であります。

平成１３年３月31日

大分市教育委員会

教育長清瀬和弘
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例 三
口

１．本書は、大分市教育委員会が㈱高田工業所の委託を受けて実施した、大分市大字牧字長迫に所

在する遺跡の発掘調査報告書である。

2．長迫遺跡発掘調査は､㈱高田工業所の宅地造成に伴い､大分市教育委員会が調査主体となって、

平成12年４月より６月にかけて実施した。

３．発掘調査にあたっては、㈱高田工業所・不動建設株式会社の全面的な協力を得た。

４．本書に掲載した遺構実測図は、調査担当である池過千太郎、佐藤孝則がおこなった。また、出

土遺物の実測．トレース．拓本は、池遥がおこなった。なお、ROl4の石器の実測は荻幸二

がおこなった。

5．遺物整理は山口しのぶを始め、町田ユカリ、太田牧枝、平田美智子、姫野尚之、池豊光太郎が

おこなった。

6．遺跡周辺の空中写真は、九州航空株式会社に委託した。遺跡の地形図は、写測エンジニアリン

グ株式会社に委託した。

7．遺構写真は、池豊がおこなった。また、遺物の写真撮影については、雅企画㈲に委託した。

8．自然科学分析の中で樹種同定については株式会社埋蔵文化財サポートシステムに、赤色顔料の

分析については別府大学文化財研究所に委託した。

９．本調査では、平面直角座標２系（北緯３３．０′、東経131.0′）をＸ、Ｙ座標の基点としてお

こなった。４級基準点測量においては、株式会社高田工業所がおこなった。

10．本書の執筆は、池豊・佐藤がおこなった。

１１．本書の編集・構成は池遷がおこなった。



第Ｉ章はじめに

1．調査に至る経過

平成11年６月に大規模開発の申請が業者から提出された。開発範囲には下郡横穴墓群の周知遺

跡が含まれていた。また、開発面積が、約16万㎡と広く、尾根が幾重にも含まれていることから、

平成１１年７月に現地踏査をおこなった。その結果、尾根が少し広がった地点において、古墳らしき

マウンドを確認した。そのため、再度平成１１年１２月に作業員を入れて、平成１２年１月までの間、こ

の部分の確認調査を実施した。マウンド部分の中央に幅１ｍ、長さ4.2ｍのトレンチを設置し、掘

り下げをおこなったところ、このマウンドが人為的に積土された堆積状況を示していることが判明

した。また、周辺からは縄文時代後期後葉～晩期初頭の縄文土器の深鉢片が数十点ほど採取するこ

とができた。

このため、遺跡の取り扱いについて業者と協議をおこなったが、マウンドの部分については造成

計画の工法上変更することが困難であり、なおかつ土砂崩れによる災害の発生する恐れがあるた

め、調査結果を待って結論を出すことになった。

こうした経過を経て、長迫遺跡の発掘調査は平成12年４月１３日に開始し、平成１２年６月１９日に終

了した。

2．調査組織

調査主体大分市教育委員会教育長清瀬和弘

事務局大分市教育委員会文化財課

課長秦政博

課長補佐帯刀修一

主幹玉永光洋

係長讃岐和夫

主査福田誠一

指導主事後藤典幸甲斐猛姫野公徳

主任幸裕美

主任技師塔鼻光司坪根伸也池遥千太郎

技師高畠豊河野史郎塩地潤一

主事三浦亜紀

嘱託杉崎重臣荻幸二宮田剛大野康弘

奥村義貴羽田野達郎上野淳也横山歩

早田利宏佐藤孝則小住武史田中貴

羽田野裕之

発掘作業員厚地美智代、橋爪泰恵、後藤好美、岩下磨須美、加藤芳男、姫野尚之、

池豊光太郎、大東行雄、真部茂人、戸次勝、藤津紗茅子、広岡サヨ子、

深津イツ子、塩月仁郎

整理作業員山口しのぶ
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第Ⅱ章遺跡の立地と環境

今回報告する長迫遺跡は、大分市大字下郡加納に所在する。地形的には、大分平野の中央部を北

流する大分川と大野川の間に広がる鶴崎台地北縁部に位置する。遺跡の所在する北縁部は海岸段丘

として形成されている。大分川下流右岸に程近く標高80m付近に展開し、遺跡から見下ろす景観は

大分川の両岸を見渡せ、県庁や市庁舎のある市街地を一望できる。地質的には大分層群に含まれる

下郡部層が南下郡にかけて分布し、加納交差点から明野団地へ通じる県道沿いに発達する。

次に、遺跡周辺の歴史的環境を時代別に見ると、最も古い時期の遺物の出土が確認できるのは縄

文時代後期以降である。

縄文時代の遺跡としては、当遺跡の眼下に位置する下郡遺跡群において後期～晩期の遺物の出土

が認められ、晩期後葉の刻目突帯文土器が出土している。さらに北側の微高地上に所在する牧遺跡

でも同様に出土している。羽田遺跡においては、遺構は確認されていないが後期中葉に編年される

北久根式土器が採取されている。また、大分川河川敷ｌ～４遺跡では後期後葉の深鉢形土器・浅鉢

形土器等多くの縄文土器が採取され、市内２例目の土偶や市内唯一の発見例である石棒も採取され

ているところである。

今回の長迫遺跡では、縄文時代後期後葉～晩期初頭の土器が散在している状況が確認され、深鉢

片や浅鉢片が採取されている。

弥生時代の遺跡としては、下郡遺跡群・羽田遺跡・牧六分遺跡があげられる。下郡遺跡群におい

て、前期末～中期にかけて広範囲に遺跡の分布がみられる。このうち、下郡桑苗遺跡では当該期の

旧河道が確認され、弥生土器・農耕用木製品・家畜動物遺体・植物遺体等が出土している。出土土

器の中には西部瀬戸内系の土器も多数認められ、交流関係の活発さを物語っている。下郡遺跡群に

隣接する羽田遺跡でも同様に大規模集落の形成が見られる。当遺跡の北方に位置する牧六分遺跡で

は、後期終末期の竪穴住居跡群が検出されている。

少し離れた南西側の標高63m前後の独立台地上に位置する守岡遺跡でも弥生中期・後期の住居跡

と貯蔵穴群を確認している。

古墳時代では、大分川及び大野川下流域において活発な動きがみられる。その中で、大分川河口

付近の右岸を中心とする当地域は、大分平野の中でも高塚古墳の分布が特に希薄な地域であり、唯

一円墳と推定される津守古墳の１基が周知されているにすぎない。また、下郡遺跡群では、５世紀

の中頃に比定される住居跡から器台形の陶質土器の出土も報告されている。さらに、牧六分遺跡で

は、最終埋土に布留式古段階併行期に比定される大量の遺物が破棄されているｖ字状の溝を検出し

ている。

６世紀～７世紀になると、丘陵崖面に多くの横穴墓が構築される。今回報告する遺跡周辺にも、

北下郡横穴墓群・穴井前横穴墓群・松栄山横穴墓群・滝尾百穴横穴墓群等多くの横穴墓群が分布す

る。このように、当地域は大分平野において横穴墓が集中する所であり、その数は優に数百基を越

えている。

さらに、大分川対岸の上野丘丘陵の東端に５世紀代と考えられる大臣塚古墳が所在する。形状は

前方後円墳で全長約50ｍ、後円部径35ｍで、前方部はすでに削平されている。

古代では、地名や立地から大分郡簡に推定されている下郡遺跡群で郡簡に関係すると考えられる

大型掘立柱建物跡群や井戸跡や道路状遺構などを検出している。出土遺物についても墨書土器や

「高」と刻まれた刻書土器、「上」と刻まれた須恵器片、円面硯、製塩土器、緑紬陶器などの遺物

の出土がみられる。

２



第１図周辺遺跡分布図（ｌ／25,000）
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さらに、大分川対岸には豊後国府推定地である、古国府遺跡が所在する。７世紀末から１０世紀頃

の建物跡、朱がついた瓦や鬼瓦片などの出土が確認され、瓦葺きで礎石をもった古代の寺院跡も発

見されている。

中世では、大分川下流域対岸に中世居館の構造解明に期待のかかる中世大友城下町跡が所在す

る。ここ数年城下町の調査を含め大友館跡の調査が進められており、館の存在を傍証する遺構群が

検出されている。府内古図による推定西側外郭線付近で確認された土塁跡や推定館跡の東南隅に

は、庭石を配置し、池をもった庭園跡などが確認されつつある。また、館及び町屋のほとんどの地

点で出土している東南アジア産陶磁器や華南三彩陶器の存在も注目されている。現在も調査は継続

中である。

このように遺跡周辺は、大分川両岸を中心に古くから歴史的環境に包まれた所である。特に右岸は

遺跡の密集地域であり、学史的にみても重要な遺跡が数多く分布している。

｢大分市埋蔵文化財調査年報71995年度」

｢大分市埋蔵文化財調査年報81996年度」

｢大分市の文化財」

｢大分市埋蔵文化財調査年報91997年度」

『市報おおいた大友館跡と宗麟』 大分市
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第Ⅲ章遺跡の概要

１．棚要

調査の結果、円墳１基、土坑１２基、ピット６穴が検出された。

円墳は１２ｍ,南側と北側には尾根を切断するように幅３ｍの周溝が馬蹄状に巡っている。周溝は、

短期間で埋まってしまっており、検出段階では完全に埋没していた。

主体部付近は盗掘による堆積の乱れが確認され、主体部の大半は破壊されていた。主体部は東西

方向に長い土坑の掘り込みで２基検出され、復元幅１ｍ、長さは２ｍを超えるもので、掘り込みは

西から東にかけて階段状になっている。壁面には朱が施されており埋土も朱を帯びている。遺物は

皆無であり、唯一盗掘時の覆土から鉄製品の剣の破片と斧が出土している。

土坑はいずれも直径ｌ～２ｍの規模であり、遺物は皆無である。埋土中に焼土や炭片が混入して

いることから、古墳が築造された段階もしくはそれ以降の所産であることが分かる。

これ以外に、円墳の積土中に縄文土器片が数十点出土していることから狩猟採集の場として持ち

込まれたものと考えられる。

遺櫛番号 種別

SＯＯｌ 古墳

SＯＯ２ 土坑

SＯＯ３ 土坑

SＯＯ４ 土坑

SＯＯ５ 土坑

SＯＯ６ 土坑

SＯＯ７ 土坑

SOO8 土坑

SOO9 土坑

Sｏｌｏ 土坑

SＯｌｌ 土坑

ＳｌＯＯ 土坑

ＳｌＯｌ 土坑

S2００ 土坑

S2０１

S2０２

S２０３ 土坑

S2０４

S2０５

S２０６ 土坑

平面形態

円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

長楕円形

長楕円形

隅丸長方形

楕円形

楕円形

長軸
(、）

17.5

1.13

1.55

1.40

1.16

1.80

0.90

1.85

0.75

0.78

1.5＋ａ

2.56

2．００

1.0＋ａ

1.7＋ａ

短軸
(、）

深さ

(、）

面積
(ｍ２）
辿櫛の先後関係 備考

12+ａ 221.98

1.12 0.17 0８９

1.50 0.19 1.75

1,00 0.24 1.14
ワイヤーの埋設された滴

に切られる

0.88 0.21 0.80

1.45 0.20 1.87

0.90 ０．１６ 0.61
ワイヤーの埋設された洞

に切られる

0.67

0.88 ０．４０ 2.53
ワイヤーの埋設された洲

に切られる

0.73 0.46 ０．４１

0.74 0.15 0.44

0.90 0.36 1.16 体部

1.00 0.53 1.71 主体部

1.0＋ａ 0.17 撹乱

撹乱

主体部の堀り込み

撹乱

0.3＋ａ 撹乱

1.50 0.47 撹乱

第１表遺構台帳

７



２．墳墓（SOO1）

墳丘の規模・形状

墳丘は、南北に直径１２ｍを有し、その南側と北側には尾根を切断するように幅３ｍの周溝が両側

に巡っている。墳丘の盛土は、版築状に構築しておらず、地山成形したものに直接盛土をおこなっ

た構築方法である。

このため、風雨によって墳丘の盛土が流れやすくなっており、周溝が短期間で埋没している。こう

したことから、検出段階では完全に溝は埋没している状態であった。

遺構の堆積状況

主体部付近は盗掘による堆積の乱れが確認され、主体部の大半は破壊されていた。

古墳の構築状況

古墳の構築は、最初に丘陵部の北側の広範囲を地表から約60cm掘り下げ平らに削りだし、さら

に古墳の原形となるように円形状に削り出しをおこなっている。したがって、古墳の原形は台形状

の地山削り出しであり、表面には、当時の地表層である淡黒灰色土層が１０ｃｍほどの厚さで確認し

ている。

その後、基本の積土として一度削った明黄茶色土の地山土を墳頂部あたりで厚さ約40ｃｍの盛土

を施している。墳丘の裾あたりには複数の積土をおこなっているが、けっして版築をおこなってお

らず、土層も軟質で締まりがなく突き固めた状態にはなっていない。これら積土層中には、焼土や

炭が全面に含まれていることから付近に散布していた炭が混入したものと考えられる。

主体部

主体部は、南北に１ｍ平行して２基（S100．SlOl）が確認され、墳丘が完成した後に上面から掘

り込んで造られた土坑である。

いずれも遺物は皆無であり、唯一盗掘時の覆土から鉄製品の剣（ROl3）の破片とSlOO付近の覆

土から鉄製品の斧（Roll）が出土している。さらに調査中、盗掘穴の覆土から石材（RO21・RO22）

を始めとする多数の破片が出土していることから、主体部は石蓋土坑の可能性が高く考えられる。

検出段階では、人為的に割られた状態で散在するように出土している。

S100

北側に位置するSlOOは、検出長1.9＋αｍ、最大幅0.9ｍ、検出面からの深さ25ｃｍを超える。上面

は撹乱や試掘トレンチによって削平された状態である。土坑の床面中心あたりで30ｃｍほどの段差

をもって東側が低くなっている。床面には赤く変色した土が付着した状態となっている。

なお、遺物は出土していない。

S１０１

南側に位置するSlOlは、検出長2.55ｍ、最大幅１ｍ、検出面からの深さ50ｃｍを越える。SlOO同様

に西側から東側にかけて床面は階段状に２段下がっており、西と東の床面のレベル差は35ｃｍを越

えている。埋土は東側で４層に分層され、床面や壁面には赤く変色した土となっており、埋土も赤

味を帯びている。この赤色物については、別府大学文化財研究所に分析を依頼した。

なお、出土遺物は鉄剣（ROl3）の破片と石材片が多数出土している。

８
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(l～2mm大の焼土と炭を少Iit含む）

(1mm大の焼土と炭を少凪含む）

(1mm大の焼土と炭を少且含む）

(明黄褐色土の地111ﾌ゙ ﾛｯｸ土を中凧含む）

明黄茶色-t屑

淡黒灰色上屑 (1mm大の焼土と炭を少賦含む）

明黄茶色十届

淡灰褐色十屑

黄褐色-12屈

淡黒灰色土屑

淡黄灰色土層

淡黄茶色土屑

淡褐色土刷

淡茶褐色土層

淡褐色土刷

淡黒褐色土屑

黄茶色土層

淡黄茶色-t届

明茶色土解

明茶色土胴

黄褐色土臓

黄茶色ＩＪＷｉ

(地山の色に近い。１mm大の焼土と炭を微Iil含む）

(l～2mm大の焼土を微量に含む）

(1mm大の焼土と炭を微量に含む）

(2～3mm大の焼土を微瞳に含む）

(1mm大の焼土を微likに含む）

(1mm大の焼土と炭を微餓に含む）

(l～2mm大の焼土を少凪含む）

(5mm大の焼土を少賦含む）

(2～5mm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸを少凧含む）

(l～2cm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸを少且含む）

(1cm大の焼土と炭を少亜含む）

(5cm大の白色粘止ﾌ゙ ﾛｯｸをIlIIit含む）

(】～2cm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸを少亜含む）

(2～5cm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸを少壁含む）

(1cm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸをｌＩＩｌＩｌ含む。朱が混入）淡赤茶色士層

褐色土胴

茶褐色土屑

淡黄茶色土層

(2～3cm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸを少、含む）

(2～3cm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸを中、含む）

(3mm大の焼土を微耽に含む）淡灰褐色土届

茶色-t刑

褐色土屑

茶褐色土層

(2～3cm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸを中鐘含む）

(1cm大の白色粘土プﾛｯｸを少jit含む）

質

質
質
質
質
質
質
質
質

軟

軟
軟
軟
硬
軟
軟
軟
軟

や
質
質
質
質
質
や
質
質
質
質
や
質
質
質
や
質
質
質
質
質
や
質
質
や
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
や
質
質
や
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
や

や
戦
軟
軟
戦
軟
や
軟
軟
軟
軟
や
軟
戦
軟
や
軟
軟
軟
軟
軟
や
軟
軟
や
戦
軟
戦
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
や
軟
軟
や
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
や

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅲ
廻
旧
叫
喝
肥
孔
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
５
６
４
２
８
４
５
６
７
８
出
２
８
４
５
６
〃
８
９
４
４
判
刑
４
４
判
刑
刊
刊
２
２
２
２
２
刊

針
土
ひ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｇ
Ｇ
ｃ
ｃ
Ｇ
ｃ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
ｃ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｌ

調
０
１
土

堆
０
０
栂
稲
乱

土表
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馴
週
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撹

地
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盛

暗褐色土屑

暗茶褐色ｆ厨

淡黒褐色土層

淡黒褐色土層

明茶褐色土届

褐色土刷

茶褐色土胴

淡黒灰色化屑

淡灰褐色土層

褐色土１Ｗ

黒灰色土刷

暗褐色土屑

黒褐色土胴

淡黒褐色土層

(1mm大の焼土と炭を少皿含む）

(3～4cm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸを少量含む）

淡褐色土届

淡灰茶色土層

茶褐色土l櫛

淡茶褐色土層

淡黄灰色土層

淡黄茶色土層

暗褐色-t府

淡黄褐色土届

明茶色土眉

黄茶色土屈

(l～2cm大の白色粘土プﾛｯｸと３mm大の焼土を少品含む）

(l～2cm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸを中凪含む）

(l～2cm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸを少Ⅲ含む）

(2ｍ大の焼土を少雌含む）黒灰色土と褐色土が斑状に混入

淡灰茶色土層

灰茶色土屑

灰褐色土脳

淡褐色土届

淡黄茶色土1Ｗ

暗褐色土刷

黒褐色土層

黒褐色土と褐色土が斑状に混入

黄灰色土届

灰褐色土届

灰褐色土層

茶褐色土層

茶色土刷

(l～2mm大の焼土を微亜に含む）

(2mm大の焼土を少股含む）

(5mm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸと２mm大の焼土を少最含む）

(2～3mm大の焼土を微睡に含む）

(5～１０mm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸと５mm大の焼土を少爪含む）

(黄茶色プﾛｯｸ土を多凪に含む）

(2～3cm大の白色粘土ﾌ゙ ﾛｯｸを''１量含む）

淡黒褐色土層 13～1４
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３．土坑

ｌ軟質褐色土屑に茶色ブロック土が

斑状に混入（焼土粒が少賦混入）

第11図SOO2平面・断面図

ｌ軟質 褐色土層に茶色ブロック土が

〃

82.5ｍ

０５０ｃｍ
ｰ－－－一

(ｌ/30）

夕

82.0ｍ

０ 5０c、
－

斑状に混入（焼土粒が微睡に混入）

第12図SOO3平面・断面図（１/30）

少

82.0ｍ

撹乱

１軟質

SOO4

２軟質

軟質灰褐色土届（ワイヤー埋設）０５０ｃｍ
－

軟質褐色土屑に白色粘土粒(l～2cm大)が少量混入

第13図SOO4平面・断面図（ｌ/30）

－１６

●ＳＯＯ２

ｍＺ－洞…円形

ＢＥ~き~ﾖ…1.13ｍ×１．１２ｍ×0.17ｍ

而一調…0.89㎡

唖一週…褐色土層の単層で茶色ブロック土が

斑状に混入し、焼土粒が少量混入した軟質

の土層である。

Ｆ置穂両荏禰…土坑

●ＳＯＯ３

ＦｉＺ－７閃…楕円形

灰~き~司…1.55m×1.5m×0.19ｍ

届i－褐…1.75㎡

厘一王]…褐色土層の単層で、茶色ブロック土

が斑状に混入し、焼土粒を微量に含む軟質

の土層である。

厭砺睡沼…土坑

●ＳＯＯ４

Ｆｉ謬一洞…楕円形

灰~き~ﾖ…1.4m×１ｍ×0.24ｍ

両一詞…1.14㎡

厘一ヨ…褐色土層で白色粘土粒が少量混入し

た軟質の土層である。西側はワイヤーを埋

設した灰褐色土層で軟質の撹乱に切られ

る。

悶穂丙涯禰亨I…土坑



更

●ＳＯＯ５

ｍＺ－稲…楕円形

灰~き~司…１．１６m×0.88m×0.21ｍ

而一詞…0.8㎡

厘一羽…土層は３層に分かれ、上層は褐色土

層で最下層は黒色土層で炭・焼土粒が少量

混入する。

Ｆ師而７砺客|…土坑

撹乱

ｌ軟質

SOO6

２軟質

82.0ｍ

０５０ｃｍ
－

ｌ軟質

２軟質

３軟質

褐色土屑

褐色上届に黄茶色ブロック土が混入？=§５０ｃｍ
黒色土届（炭・焼土粒が少賦混入）

第14図SOO5平面・断面図（１/30）

●ＳＯＯ６

ｍジー洞…楕円形

灰~き~言I…1.8ｍ×1.45ｍ×0.2ｍ

而一調…1.87㎡

１厘一王|…褐色土層に茶色ブロックが斑状に混

入した軟質の土層である。

Ｉ翫而匪蒋|･･･土坑

ム

82.0ｍ

ﾘｧ ●ＳＯＯ７

Ｆｉ？－羽…円形

灰~き~司…0.9m×0.9m×0.16ｍ

而一詞…0.61㎡

唖一週…土層は３層に分かれる。全体的に褐

色を基調とした軟質の土層で、上層のワイ

ヤーを埋設した溝に切られる。

Ｆ翻痴ﾗﾗ匪禰…土坑

可

1７

淡灰黒色土層（ワイヤーが埋設）０５０ｃｍ
－

淡灰褐色土ｌ１回ｉ

褐色土刷に茶色ブロック土が斑状に混入

茶褐色土1Ｗ

第16図SOO7平面・断面図（ｌ/30）

淡灰黒色土層（木根跡）

褐色土屑に茶色ブロック土が斑状に混入

第15図SOO6平面・断面図（ｌ/30）
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第17図SOO9平面・断面図（１/30）

１軟質褐色土層に黄茶色土が斑状に混入

（焼土粒が少量混入）
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第18図SO10平面・断面図（１/30）
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０５０cｍ３軟質明茶色土層－

４軟質灰白色士層

５やや軟質灰白色土と黄茶色土が斑状に混入

第19図SO11平面・断面図（ｌ/30）
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ｍ雰一咽…円形

灰~き~ﾖ…1.85m×0.88ｍ×0.4ｍ

而一詞…2.53㎡

厘一詞…土層は２層に分かれ、全体的に褐

色を基調とする軟質の土層で２層目に茶

色ブロック土と白色粘土ブロック土が多

量に混入する。西側はワイヤーを埋設し

た溝に切られる。

旧置稲丙唾稽|…土坑

撹乱

ｌ軟質灰褐色土層（ワイヤーが埋設）

SOO9

２軟質淡灰褐色土屑

３軟質褐色土屑に茶色ブロック土と

白色粘土ブロック土が多睡に混入

●SO10

罷一洞…円形

灰~き~司…0.75m×0.73m×0.46ｍ

而一澗…0.41㎡

厘一丑…褐色土層の単層で黄茶色土が斑状

に混入し、焼土粒を少量含む軟質の土層

である。すり鉢状を呈する堀り方で､北

側はSOO5に切られる。
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FiZ－洞…円形

灰~き~司…0.78m×0.74m×0.15ｍ

而一調…0.44㎡

１厘一羽…土層は５層に分かれる。全体的に

軟質であるが下層に行くにつれ灰白色に

なり、最下層は黄茶色土が斑状に混入し

たやや軟質の土層である。
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４．出土遺物

出土遺物は、その大半が墳丘（sOOl）に伴うものであった。中でも、墳丘の盛土内において、

縄文時代の遺物が多く混入した状況が確認できた。さらに、鉄製品、石製品、土師器も出土してい

る。また、墳丘の主体部となる土城（s'01）では鉄剣が出土しており、主体部のsl00の撹乱層と

なるS200では鉄斧が採取された。

以下は、墳丘（sOOl）より出土した縄文土器である。

ROOlは深鉢口縁部片で口縁部が外傾気味に立ち上がり、外面に２条の凹線がめぐるもので、内

面は横方向に丁寧なミガキ調整を行っている。外面において横方向巻貝条痕が認められる。

ROO2は深鉢口縁部片で口縁部はやや外傾気味に立ち上がり、外面に３条の凹線が施されている。

胴部の外面は横方向に巻貝条痕が施される。内面は横方向のミガキ調整が行われる。

ROO3は深鉢口縁部片で墳丘南上層から出土している。口縁部はやや外傾気味に立ち上がり、外

面には２条の凹線がめぐる。胴部は外面に横方向の巻貝条痕が施され、内面は横方向に丁寧なミガ

キが施される。

ROO4は深鉢口縁部片で東南側の周溝付近から出土している。口縁部はやや外傾気味に立ち上が

り、外面に４条の凹線がめぐるもので、内面は横方向のミガキ調整が行われている。

ROO5は鉢口縁部片で墳丘の南西側から出土している。口縁部は直線的に立ち上がり、外面は横

方向に巻貝条痕が施されているが、施文後横方向のミガキ調整を行っている。内面は横方向のミガ

キ調整が認められる。

ROO6は浅鉢口縁部片で墳丘の南西側から出土している。口縁部は外傾気味に立ち上がり、外面

に４条の沈線が施されている、沈線施文後はナデ調整をおこなっている。内面は横方向のミガキ調

整を行っている。復元口径は20.4cmである。

ROO7は深鉢口縁部片で口縁部は外反しながら立ち上がり、外面に２条の凹線がめぐり、細かい

横方向の巻貝条痕が認められる。内面は丁寧な横方向のミガキ調整が施されている。口径は24.6ｃｍ

である。

ROO8は深鉢口縁部片で墳丘の南西側から出土している。口縁部は直線的に立ち上がり、胴部は

外面にミガキ調整が施されているが、その後６条の沈線が施されている。内面は横方向のミガキ調

整を行っている。復元口径は27.4cmである。

ROO9は深鉢口縁部片で墳丘の東南側から出土している。口縁部がやや外傾気味に立ち上がり、

外面に２条の凹線がめぐるもので、内面は横方向に丁寧なミガキ調整を行っている。外面において

横方向に巻貝条痕が認められる。復元口径は26.6cmである。

ROlOは浅鉢胴部片で墳丘の南西側から出土している。胴部の内外面共に横方向のミガキ調整を

行っている。

RO18は鐘崎式土器の深鉢口縁部片である。外面には横方向のミガキ調整を行っている。

ROl9は深鉢胴部片で、外面は凹線がめぐるもので、内面は横方向のミガキ調整を行っている。

RO20は鐘崎式土器の鉢口縁部片である。外面は凹線がめぐるもので、内面は横方向にミガキが

施されている。

以下、調査区より出土、採取した鉄製品、石器、土師器である。

Rollは鉄製品の斧でSlOOの主体部に副葬されていたものが、盗掘時のかき出しにより形成され

た撹乱（S200）より出土している。身幅は13cmで重さは2009を計る。

ROl2は刀子で、墳丘裾部西側斜面の表土より出土しており、副葬時の位置は保っていない。現

1９



存する身幅は3.9cmで重さは４９を計る。刃は片刃となっている。

ROl3は鉄製品の剣で盗掘によりかき出された層(S101)の中に含まれていた。重さは９９を計る。

断面はレンズ状を成す。

ROl4は流紋岩製の剥片で表面下部に自然面が残り、表皮に近い部分と考えられ、比較的剥離行

程の初期段階である。頭部調整が顕著で旧石器時代の所産と考えられる。打面は調整打面だが半ば

自然面が残っている。墳丘北側の表土より出土しており、比熱を受けている。重さは729を計る。

ROl5は安山岩製の磨製石斧で、墳丘の東南側の周溝付近より出土している。重さは219を計る。

ROl6は安山岩の石皿である。墳丘の北西側で出土している。

RO21は角閃安山岩の石材である。重さは489を計る。

RO22は角閃安山岩の石材で赤色物を帯びた部分が確認される。重さは2169を計るo

ROl7は土師器の坪で、墳丘裾部の表土より出土している。口縁部の立ち上がりは緩やかであり、

口縁部においてやや外反している｡内外面に回転ヨコナデを施されている｡口径は14.4cmである。

2０
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番号

挿図

番号
種類 特徴 形状 遺構名

P番号

/1W位

グリ

ッド

法吐(c、）

口径 器高 底径

重

(9)

色調

外面 内面

器面調整

外面 内面

胎土

石 長石 石英 黒雲母

年代

時期① 時期②
備考

ROOl 2０ 縄文土器 深鉢 SOOl P-41 明黄色 明黄色
横方向巻貝条

痕･凹線 横方向ミガキ 微/少 縄文時代 晩期初頭

ROO2 2０ 縄文土器 深鉢 SOOl p-44 明黄褐色 淡黄褐色
横方向巻貝条

痕･凹線 横方向ミガキ 微/中 微/中 縄文時代 晩期初頭

ROO3 2０ 縄文土器 深鉢 SOOl 上屑 南 淡黄色 淡黄褐色
横方向巻貝条

痕･凹線 横方向ミガキ 微/少 微/少 縄文時代 晩期初頭

ROO4 2０ 縄文土器 深鉢
ＳＯＯｌ

周満
P-32 東南 淡灰色 淡黄色

横方向巻貝条

痕･凹線 横方向ミガキ 微/中 縄文時代 晩期初頭

ROO5 2０ 縄文土器 鉢 SOOl P-64 南西 淡黄色 黄茶色
横方向巻貝条痕

→横方向ミガキ 横方向ミガキ 微/少 小/中 縄文時代 晩期初頭

ROO6 2０ 縄文土器 浅鉢 SOOl P-74 南西 20.4 淡黄色 黄茶色 沈線→ナデ 横方向ミガキ 微/少 縄文時代 晩期前葉～

ROO7 2０ 縄文土器 深鉢 表土 24.6 淡黄灰色 黄茶色
横方向巻貝条

痕･凹線 横方向ミガキ 微/少 縄文時代 晩期初頭

R008 2０ 縄文土器 深鉢 SOOl P-70 南西 27.4 明黄色 黄褐色 ミガキ→沈線 横方向ミガキ 細/11’ 縄文時代 晩則前葉～

ROO9 2０ 縄文土器 深鉢 SOOl 東南 26.6 淡黄灰色 淡黄褐色
横方向巻貝条

痕･凹線 横方向ミガキ 微/中 縄文時代 晩期初頭

ROlO 2０ 縄文土器 浅鉢 SOOl P-92 南西 赤黄褐色 淡黄褐色 横方向ミガキ 横方向ミガキ 微/''１ 縄文時代 晩期初頭

Roll 2１ 鉄製品 斧 S200 P-l 北西 200

ROl2 2１ 鉄製品 刀子 SＯＯｌ P-l ４ 古墳時代

ROl3 2１ 鉄製品 剣 SｌＯｌ ９ 古墳時代

ROl4 2１ 石製品 打製 剥片 SＯＯｌ P-９ 7２ 旧石器 流紋岩

ROl5 2１ 石製品 磨製 石斧
SＯＯｌ

周澗
P-28 東南 2１ 弥生時代 蛇紋岩

ROl6 2１ 石製品 石皿 SOOl 北西
安山器
赤色顔料

ROl7 2１ 土師器 坪 SOOl P-lO 14.4 赤茶色 赤茶色 回転横方向ナデ 回転横方向ナデ 微/少 平安時代 初頭

ROl8 純文土器 深鉢 SOOl P-l2 明黄色 横方向ミガキ 微/中 微/少 縄文時代 後期中葉 鐘崎式

ROl9 縄文土器 深鉢 SOOl P-l6 赤茶色 赤茶色 凹線 横方向ミガキ 微/少 微/少 縄文時代 晩期初頭

RO20 縄文土器 鉢 SOOl P-38 淡黄灰色 黄褐色 凹線 横方向ミガキ 微/少 縄文時代 後期中葉 鐘崎式

RO21 石製品 石材 SOOl 北西 4８ 細/多 角瞭111岩

RO22 石製品 石材 SｌＯｌ ２１６ 細/多
角峨111儲
赤色顔料



第Ⅳ章自然科学分析

I、長迫遺跡における樹種同定

１．はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、分類群によって特徴ある組織をもっ

ていることから、解剖学的におおむね属レベルの同定が可能である。木材は、花粉などの微化石と

比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の推定が可能であり、遺跡から出土した

ものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

２．試料

試料は、SOOl周溝東南のP-34から出土した炭化材１点である。

３．方法

割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）を作製し、落射顕微鏡によ

って75～750倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

４．結果

分析の結果、ブナ科のシイ属（QIsIzmqpsjS）と同定された。以下に同定根拠となった特徴を記

し、各断面の顕微鏡写真を示す。

横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小

道管が火炎状に配列する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型のものが存在する。

５．所見

SOOl周溝東南のP-34から出土した炭化材は、シイ属と同定された。シイ属は、本州（福島県、

新潟県佐渡以南)、四国、九州に分布する照葉樹林を形成する常緑高木であり、高さ20ｍ、径1.5ｍ

に達する。材は耐朽、保存性やや低く、建築、器具などに用いられる。シイ属にはスダジイとツブ

ラジイがあり、集合放射組織の有無などで同定できるが、本試料は小片で広範囲の観察が困難なた

め、シイ属の同定にとどめた。

文献

佐伯浩・原田浩（1985）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ､20-48．

佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ､４９－１００．

島地謙・伊東隆夫（1988）日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閣,296p、
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放射断面， :０．２ｍｍ接線断面
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１．試料と方法

Ⅱ、長迫遺跡における放射性炭素年代測定

測定法前処理・調整種類試料名地点・層準

150385

NQlSOOl周溝東南，Ｐ-34炭化材酸一アルカリー酸洗浄，石墨調整加速器質量分析(AMS)法

Nｏｌ3320±4０-26.23200±4０

２．測定結果

測定ＮＣ

(Beta-）

暦年代（西暦）補正'4c年代

（年BP）

１℃年代

(年BP）

試料名

2６

交点：calBC1450

１｡：calBCl510～1420

２０：calBCl530～１４００

３）補正'4C年代値

６１３C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、’4C／l2Cの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

４）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中'4c濃度の変動を補正することにより算出した年代（西

暦)。補正には、年代既知の樹木年輪のl4Cの詳細な測定値、およびサンゴのＵ－Ｔｈ年代と'4C年代の

比較により作成された補正曲線を使用した｡最新のデータベース(伽INTCAL98RadiocarbonAgeCali‐

bration，，Stuiveretal,1998,Radiocarbon40(3)）により、約19,000年BPまでの換算が可能となってい

る。

暦年代の交点とは、較正MC年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。１｡（68％

確率）・２◎（95％確率）は、較正'4C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって、複数の交点が表記される場合や、複数のｌｏ・２ｏ値が表記される場合もある。

ｌ）’4C年代測定値

試料の'4C／'2C比から、単純に現在（1950年AD）から何年前かを計算した値。１℃の半減期は、

国際‘慣例に従って5,568年を用いた。

２）613C測定値

試料の測定'℃／'2C比を補正するための炭素安定同位体比('3C／'2C)。この値は標準物質(pDB）

の同位体比からの千分偏差（%｡）で表す。



Ⅲ長迫遺跡出土の赤色顔料について

別府大学文化財研究所

本田光子

１．はじめに

大分市所在の長迫遺跡の円墳主体部から出土した赤色物についてその材質と状態を知るために顕

微鏡観察および蛍光Ｘ線分析を行った。赤色物の出土例に関する今までの知見に寄れば、出土赤色

物は鉱物質の顔料であり、酸化第二鉄：赤鉄鉱（Hematite）を主成分とするベンガラと、硫化水銀

（赤）：辰砂（Cinnabar）を主成分とする朱の２種が用いられている。これら以外に古代の赤色顔

料としては、四酸化三鉛を主成分とする鉛丹があるが出土例はまだ確認されていない。ここではこ

れら３種類の赤色顔料を考えて分析を行った。

２．試料

依頼を受けた資料は２点で、円墳主体部SlOlの床面近くの埋土より採取された、赤色に見える

土である。自然乾燥後、肉眼観察では全体が淡い赤色に見えるが、顕著な赤色物の塊を見いだせな

かった。やや赤色が濃く見える部分を分離して、実体顕微鏡下で観察したが、顕著な赤色物の塊を

検出することはできなかった。比較的赤色が濃く見える部分を分離して、針先に付く程度の量で、

光学顕微鏡による検鏡を行った。蛍光Ｘ線分析については、比較的赤色が濃く見える部分数十グラ

ムを研和して試料とした。

３．顕微鏡観察

光学顕微鏡（透過光・落射光40～400倍）で観察した。検鏡の目的は、赤色顔料の有無・状態・

種類・粒度等を観察するものである。三者は特に微粒のものが混在していなければ、粒子の形状、

色調等に認められる特徴の違いから、検鏡により経験的に見極めがつく。

２点の試料には顕著な赤色顔料（朱、ベンガラ、鉛丹）の特徴を持つ赤色顔料粒子は認められな

かった。

４．蛍光Ｘ線分析

赤色物の主成分元素の検出を目的として実施した。

別府大学設置の堀場製作所（株）製MESA-500を用い、l5kV-440uA；５０秒、５０kV-20UA；５０秒，

真空、の条件で行った。２点とも、主成分元素としては、鉄、珪素、アルミニウム等が検出された

が、水銀、鉛は確認できなかった。

５．まとめ

顕微鏡観察で、顕著な赤色顔料粒子が認められず、蛍光Ｘ線分析では水銀、鉛が検出されない。

しかし、周囲の土と比較すれば確かに赤色に見える。以上のことから、本資料２点に認められた赤

色物は、顕著な赤色顔料ではなく、いわゆる広義のベンガラと考えられる。

一般にベンガラというのは主成分元素が鉄であり、主成分鉱物は赤鉄鉱である赤色顔料を指す。

出土赤色顔料の「ベンガラ」の場合は主成分鉱物として赤鉄鉱の他褐鉄鉱（針鉄鉱、鱗鉄鉱等)、

非晶質の褐鉄鉱があり、これらの混合物であることも多い。そのためx線回折法などの分析により

赤鉄鉱が同定されない場合も少なくない。色は粒子の大きさにも大きく左右されるので一概には言
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えないが、赤鉄鉱と非晶質の褐鉄鉱が混合している場合、後者の量が多いと赤色が強くなるのでは

ないかともいわれている。一方、主成分の定性分析で鉄が確認され、他に水銀、鉛が検出されなけ

れば、ベンガラであるという判断も一般的である。

出土ベンガラの材質や製法は多様であり、赤土、黄土、赤色岩やいわゆる鉄鉱石を粉砕あるいは

焼成・粉砕したものあるいは鉄細菌を焼成して得られるものなどがあると考えられる。それぞれ粒

子の形状は不定形、微粒、パイプ状など多様な特徴が明らかになってきてはいるが、未だ分類整理

の途上であり、鉄細菌起源のパイプ状粒子以外は特定しがたいのが現状である。なかでも、本資料

のような状態のものについては仮に広義のベンガラと称しているが、赤色の由来は３価の鉄による

ものと、不明のものとがある。混然としているのが実状で、褐鉄鉱、赤色土、赤色岩などが原材料

と考えられるが、特定できない。

ただし、赤色であることは確かなことで、このような広義のベンガラを選択して、あるいは選択

せざるを得ずに赤色顔料として使用しているのであるからこそ意味があると解釈している。

本資料の原料については現時点では不明であるが、赤色顔料特にベンガラの起源や種類と使用の

関係についてはまだまだ、分析例を積み重ねることが先決であり、今後も検討を重ねたい。

本資料について調査の機会を戴きました大分市教育委員会および同池過千太郎氏に感謝いたしま

す。

2８



第Ｖ章まとめ

今回の調査で発見された墳墓（sOOl）は、明野丘陵の西側において初めての発見事例となった。

墳墓の立地する尾根地形は、自然地形を人為的に削っていることが分かった。これは、墳墓を造

りやすくするために平らに整地したことと、盛土を確保するために周辺の土砂を確保するためにお

こなったことが考えられる。墳丘の盛土堆積層の中には、縄文時代の鉢や深鉢などの遺物が多く混

入している。この縄文土器はいずれも接合がおこなえないことから、墳丘構築時にはすでに遺物は

散乱した状態であったことがあげられる。また、盛土内には多くの炭が混入している。このため、

調査段階では墳丘構築時段階において周辺の山に植生する木を焼き払ったものと考えた。しかしな

がら、炭を自然科学分析した結果からは、紀元前1450年前後の年代が算出された。そうしたことか

ら、墳丘構築時ではなくそれ以前に炭化してしまった木材である可能性が高くなった。

墳丘は、細い尾根を利用して、地山整形をおこなった後に、尾根上の土を削って盛った工法で作

られている。これまで大分市内で調査がおこなわれた古墳の事例を見ると、下ヶ迫古墳・小牧山古

墳などがこうした丘陵上を利用して構築していることが分かっている。主体部には平面形状が隅丸

長方形を呈する土坑であり、大分市内ではこれまで類例を見ない。さらに特徴としては、床面の掘

り方が段をなしていることであり、盗掘によって土坑の上面は著しく破壊されており上部構造を窺

い知ることはできないが、撹乱層の中に破砕された角閃安山岩の石材片が数十点も出土している点

から石蓋土坑の可能性が考えられる。また、その主体部が南北に平行して２基確認されていること

も注視すべき点である。つまり、構築当初に２基主体部を構築したものか、最初に１基構築され、

時期をおいてさらに１基構築されたものかということである。土層の状況や平面プランなどからは

その先後関係を確認することができなかった。そのため、この２基に埋葬された被葬者の関係を想

定することも不可能であった。構築年代については、主体部および主体部周辺の撹乱層から鉄斧と

鉄剣が出土しているにすぎず積極的に年代の評価をおこなうことができない。墳丘の構築方法とし

ては、墳丘の盛土が版築をおこなっていないことや、この地域で一般的に採用されている主体部に

箱式石棺を採用していない点などを兼ね合わせて想定すれば、構築時期はこの地域で古墳が盛行す

る４～５世紀代の時期よりも古式の様相を呈する。そうしたことから弥生時代の終わりから古墳時

代初めにかけて造墓されたものではないかと考えられる。これについては、類例資料との比較検討

を今後進めていかなくてはならないであろう。

今のところ被葬者は、立地から推定すると、墳墓が造られた丘陵眼下の牧から下郡に広がる集落

を統括していた人物を想定することができよう。

以上により、これまで発見されていない地域での墳墓の発見と新たな墳墓構造など墓制の流れを

埋める資料として大変貴重な資料と言えよう。
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